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は
じ
め
に 

私
は
１
９
４
２
年
（
昭
和

17

年
）
、
中
国
（
旧
満
州
の
開
拓
団
）

で
生
ま
れ
、
４６
年
に
日
本
に
帰

国
し
た
。
日
本
で
は
、
両
親
か
ら

旧
満
州
で
植
民
地
支
配
下
の
生

た
し
た
ち
は
、
日
中
友
好
運
動
と

は
「
日
本
国
民
の
自
主
的
な
運
動

と
組
織
で
あ
る
」
と
の
立
場
で
、
日

中
国
交
回
復
の
要
求
を
は
じ
め
、

日
中
不
再
戦
運
動
、
文
化
活
動

な
ど
に
と
り
く
ん
だ
。 

退
職
後
（
２
０
０
３
年
３
月
）
に

係
わ
っ
た
「
中
国
残
留
孤
児
訴
訟
」

で
、
「
孤
児
」
の
み
な
さ
ん
が
「
文
革

で
大
変
な
目
に
あ
っ
た
」
と
よ
く
話

し
た
。
私
は
、
こ
う
し
た
話
を
聞

く
と
き
に
「
文
革
」
に
正
し
く
対
処

し
た
、
我
が
日
中
友
好
協
会
を
誇

り
に
思
う
。
と
同
時
に
、
「
孤
児
」

の
み
な
さ
ん
の
前
に
胸
を
張
っ
て

立
つ
こ
と
が
で
き
た
。 

お
わ
り
に 

 

中
国
に
心
酔
し
、
当
初
あ
る
種

の
期
待
を
持
っ
て
い
た
私
が
、
「
文

革
」
支
持
派
に
な
ら
な
か
っ
た
の

は
、
次
の
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら

れ
る
。 

一
つ
は
、
高
校
生
の
部
落
問
題
研

究
活
動
を
通
し
て
、
い
か
な
る
理

由
が
あ
ろ
う
と
も
「
暴
力
・
差
別
」

は
許
さ
な
い
と
い
う
人
権
認
識
を

持
っ
て
い
た
こ
と
。 

二
つ
に
は
、
「
教
え
子
を
再
び
戦

場
に
送
ら
な
い
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
憲
法
・
旧
教
育
基
本
法
に
基

づ
い
て
、
人
権
・
平
和
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
た
岡
山
高
教
組
の
組
合

員
で
あ
っ
た
こ
と
。 

 

を
呼
び
か
け
る
」
メ
ー
デ

ー
宣
言
を
採
択
し
、
デ
モ

行
進
を
行
い
ま
し
た
。 

 

参
院
岡
山
選
挙
区
の

野
党
統
一
候
補
、
黒
石

健
太
郎
さ
ん
も
デ
モ
行

進
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。 

 

日
中
岡
山
支
部
か
ら

は
、
小
林
事
務
局
長
が

日
中
岡
山
支
部
の
旗
を

持
っ
て
参
加
し
、
日
中
新

聞
の
発
送
を
毎
回
手
助

け
し
て
く
れ
る
、
坪
井
、

石
川
両
先
生
と
記
念
の

写
真
を
撮
り
ま
し
た
。 

 

国
の
学
生
運
動
に
参
加
し
た
。
当

時
、
米
帝
国
主
義
に
対
抗
す
る
中

国
に
共
鳴
し
、
革
命
小
説
「
紅
岩
」

に
感
動
し
て
い
た
。 

日
中
友
好
を
問
い
直
す 

１
９
６
５
年
４
月
、
勝
山
高
校
に

赴
任
し
た
私
は
、
文
化
祭
で
「
北
京

放
送
を
聞
こ
う
！
」
の
掲
示
を
し

た
。
中
国
に
心
酔
し
て
い
た
時
期
に

「
文
化
大
革
命
」
（
文
革
）
が
起
き

た
。
当
初
私
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

化
大
革
命
と
称
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的

思
想
・
文
化
に
対
す
る
闘
争
で
あ

る
と
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
接
し
、
あ
る

種
の
期
待
感
を
持
っ
て
い
た
。
勝
山

高
校
の
文
化
祭
・
体
育
祭
で
「
紅
衛

兵
」
の
マ
ネ
を
す
る
生
徒
も
現
れ

た
。 

 

「
文
革
」
（
１
９
６
６
年
～
７
６
年
）

が
進
行
す
る
中
で
、
暴
力
と
破
壊

が
中
国
全
土
に
拡
が
り
、
「
偉
大
な

精
神
革
命
」
と
は
、
ほ
ど
遠
い
も
の

と
な
っ
た
。
私
の
中
国
観
が
変
化
し

「
日
中
友
好
と
は
」
を
問
い
直
す
契

機
と
な
っ
た
。 

日
本
国
民
の
自
主
的
な 

日
中
友
好
運
動 

 

私
が
所
属
す
る
日
本
中
国
友
好

協
会
は
、
前
々
号
で
紹
介
し
た
よ

う
に
、
「
文
革
」
路
線
の
押
し
つ
け
に

反
対
し
た
た
め
に
、
「
分
裂
組
織
」

を
作
ら
れ
、
中
国
と
は
３３
年
間
の

交
流
断
絶
が
つ
づ
い
た
。
こ
の
間
わ

第
８７
回
岡
山
県
中
央
メ
ー
デ

ー
は
５
月
１
日
、
旭
川
河
川
敷
で

「
働
く
者
の
団
結
で
生
活
と
権
利

を
守
り
、
平
和
と
民
主
主
義
、
中

立
の
日
本
を
め
ざ
そ
う
」
の
メ
ー

デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
約
５
３
０

人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

医
労
連
が
歌
で
、
高
教
組
が
寸

劇
で
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の
状
況
を

壇
上
で
訴
え
ま
し
た
。 

集
会
は
、
「
国
民
共
同
の
力
で

戦
争
法
廃
止
と
立
憲
主
義
の
回

復
、
野
党
共
闘
の
前
進
で
安
倍
政

権
の
暴
走
政
治
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
る
た
め
の
更
な
る
運
動
の
強
化

活
と
逃
避
行
（
引
き
揚
げ
）
の
苦

労
話
を
聞
か
さ
れ
て
育
っ
た
。
小

さ
い
時
か
ら
私
の
心
の
中
に
は
、

中
国
（
旧
満
州
）
が
あ
っ
た
。 

 

大
学
時
代
（
１
９
６
１
年
～
６
５

年
）
は
、
中
国
語
を
履
修
し
、
米

軍
基
地
撤
去
を
求
め
る
反
米
愛

文
化
大
革
命
と
私 

―
真
の
日
中
友
好
を
考
え
る
契
機
に
― 

日
中
岡
山
支
部 

小
林
軍
治 

 

日中友好協会役員・事務局員による新年もちつき大会（１９６８年） 

日
中
岡
山
の
旗
を
も
っ
て
メ
ー
デ
ー
に
参
加 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

７
月
１
日
（金
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

石川 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

光本 

た
。
夫
人
が
党
書
記
を
し
て
い
る

織
物
工
場
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た

の
だ
が
、
彼
女
は
身
体
が
小
さ
す

ぎ
て
、
難
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
時
、
勉
強
を
し
な
さ
い
と

夫
人
に
言
わ
れ
、
東
北
工
農
速
成

中
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
こ
は
、
職
場
の
模
範
生
や

共
産
党
員
が
集
め
ら
れ
、
新
中
国

の
幹
部
を
養
威
す
る
学
校
で
あ
っ

た
。
党
員
で
な
い
日
本
人
の
彼
女

も
特
別
に
入
学
を
許
可
さ
れ
た
。 

建
国
時
の
明
る
さ
を
感
じ
さ
せ
る

光
景
で
あ
る
。 

そ
の
時
、
夫
人
か
ら
中
国
名
に

し
た
方
が
よ
い
と
言
わ
れ
、
趙
雅

静
（
チ
ャ
オ
・
ヤ
ー
チ
ン
）
と
名
乗

る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
わ
れ
は
夫
人

の
姓
の
趙
を
も
ら
い
、
姓
名
の
方

は
、
鴨
井
の
鴨
が
、
中
国
語
で
は

ヤ
ー
と
、
井
は
チ
ン
と
発
音
す
る

趙
雅
静
と
し
て
生
き
る 

同
じ
よ
う
な
境
遇
に
あ
っ
た
日

本
人
４
人
が
、
依
蘭
県
立
病
院
に

連
れ
て
行
か
れ
た
。
医
者
や
看
護

婦
の
助
手
の
よ
う
な
仕
事
で
あ
っ

た
。
宿
舎
生
活
で
三
食
の
食
事
が

保
障
さ
れ
、
わ
ず
か
だ
が
、
給
金

も
も
ら
っ
た
。
患
者
の
大
部
分
は

解
放
軍
の
兵
士
だ
っ
た
。 

当
時
、
中
国
は
、
複
雑
な
状
況

に
あ
っ
た
。
国
共
合
作
。
抗
日
戦

争
に
勝
利
し
た
が
、
国
内
は
、
国

民
党
と
共
産
党
と
が
内
戦
状
態

に
あ
り
、
人
民
解
放
軍
が
攻
撃
を

強
め
、
全
土
を
支
配
し
つ
つ
あ
っ

た
。 病

院
で
働
き
は
じ
め
て
一
年
ぐ

ら
い
経
っ
た
頃
病
院
長
の
紹
介

で
、
あ
る
共
産
党
幹
部
の
保
母
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
近
々
３
人

目
の
お
子
さ
ん
が
で
き
る
。
住
み

込
み
、
そ
の
子
の
保
母
と
し
て
働

く
こ
と
に
な
っ
た
。 

そ
の
人
の
家
に
は
、
警
備
の
人

や
運
転
手
さ
ん
等
１０
人
ぐ
ら
い

が
住
み
込
み
、
一
緒
に
生
活
を
し

て
い
た
。
こ
の
人
た
ち
と
も
仲
良

く 

な
り
、
中
国
語
を
教
え
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

そ
の
人
の
転
勤
で
、
佳
木
斯
、 

瀋
陽
に
も
付
い
て
い
っ
た
。
１
９
４

９
年
１０
月
１
日
、
中
華
人
民
共

和
国
が
成
立
。
瀋
陽
に
黒
竜
江

省
、
吉
林
省
、
遼
寧
省
の
三
省
を

治
め
る
東
北
局
が
設
置
さ
れ
た
。

そ
の
人
は
、
ナ
ン
バ
ー
３
の
１
人
と

な
っ
た
。 

翌
年
、
子
ど
も
も
大
き
く
な
っ

た
の
で
、
工
場
で
働
き
た
い
と
言
っ

来
、
男
児
の
妻
と
す
る
。
彼
女

も
、
そ
こ
の
息
子
の
嫁
に
さ
れ
そ

う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
人
民
革
命

時
に
廃
止
さ
れ
た
。 

半
年
ほ
ど
経
っ
た
頃 

解
放
軍

の
八
路
軍
が
村
に
入
っ
て
き
た
。

そ
の
中
の
日
本
語
の
で
き
る
朝
鮮

の
男
の
人
が
訪
ね
て
来
た
。
病
院

で
働
か
な
い
か
と
言
わ
れ
、
行
く

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
人
生
の
転

機
と
な
っ
た
。 

 

 

日中友好協会倉敷支部 

第１２回定期総会開催のご案内 
２０１６年、第１２回定期総会を下記のように開催いたします。

ぜひご参加くださいますよう、ご案内いたします。 

開催日 ２０１６年６月１８日（土） 

時 間 午前１０時半より 

場 所 水島公民館 第１会議室 
 

日中友好協会岡山支部 

２０１６年度総会と学習会開催のご案内 

２０１６年度総会と学習会を下記のとおり開催します。ぜひ

ご参加くださいますよう、ご案内いたします。 

開催日 ２０１６年７月３１日（日） 

総 会 １０：００～１２：００ 

学習会 １３：００～１５：００ 
        学習会講師 曽田康載 （演題は未定） 

場所 岡山市福祉交流プラザ旭東 

岡山市中区網浜８３７－４ ＴＥＬ086-273-4280 

お申し込み・お問い合わせは小林まで 

ＴＥＬ 086-277-2470 携帯 090-8240-2001 

※総会・学習会共にご参加の方は昼食は各自ご用意ください。 

 

の
で
そ
れ
を
使
っ
た
。 

学
校
は
、
寄
宿
舎
生
活
で
給
料

を
も
ら
い
な
が
ら
、
六
時
起
床
、

十
時
就
寝 

で
八
時
間
の
授
業 

。

自
習
も
あ
る
の
で
、
毎
日
、
ほ
と

ん
ど
学
習
に
費
や
さ
れ
た
。
一
年

近
く
頑
張
っ
た
が
、
ス
ト
レ
ス
か
ら

か
、
腎
臓
結
核
の
病
気
に
な
り
、

入
院
、
手
術
。
左
の
腎
臓
を
摘

出
。
一
年
間
休
学
、
療
養
し
復
学

を
し
た
が
、
ま
た
高
熱
が
続
き
、

結
果
、
退
学
す
る
事
に
な
っ
た
。

２３
才
だ
っ
た
。 

悲
劇
の
逃
避
行 

２ 

そ
の
後
あ
る
中
国
人
が
や
っ
て

来
て
子
守
を
や
ら
な
い
か
と
言
わ

れ 

働
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
と
ば

が
通
じ
な
い
の
で
、
手
差
し
図
で

洗
濯
を
し
た
り
、
ご
飯
を
炊
い
た

り
し
た
。
電
気
が
な
く
、
夜
が
明

け
る
と
起
き
、
日
が
暮
れ
る
と
寝

る
。
朝
晩
食
べ
ら
れ
る
だ
け
で
あ

り
が
た
か
っ
た
。 

一
種
の
童
養
媳
（
ト
ン
ヤ
ン
シ

―
）
で
あ
る
。
貧
家
が
幼
女
を
買
い

取
っ
て
家
内
労
働
に
使
役
し
、
将

あ
る
中
国
残
留
婦
人
の
生
涯 

―
鴨
井
千
代
子
さ
ん
の
こ
と
― 

４ 

１９４８年依蘭県立病院で働いていたときの写真 

鴨井千代子さん（右）、服部敦子さん（左） 

同じ七虎力開拓団の一員、服部さんは島根県出身で

１９４８年に帰国した。１７才 

 


